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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 226,271 △6.0 4,912 △42.3 3,864 △48.3 2,270 △31.4

2019年３月期第１四半期 240,827 7.1 8,514 △18.4 7,478 △25.7 3,311 △51.6
(注)包括利益 2020年３月期第１四半期 347百万円( △87.2％) 2019年３月期第１四半期 2,721百万円( △59.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 32.21 －

2019年３月期第１四半期 46.99 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 811,873 275,582 30.1

2019年３月期 818,021 279,911 30.3
(参考) 自己資本 2020年３月期第１四半期 244,010百万円 2019年３月期 247,659百万円

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 0.00 － 85.00 85.00

2020年３月期 －
2020年３月期(予想) 0.00 － 85.00 85.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 960,000 △3.2 40,000 △2.1 37,500 △4.0 21,000 △27.9 297.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 (会計方
針の変更) 」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 70,666,917株 2019年３月期 70,666,917株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 180,667株 2019年３月期 180,548株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 70,486,290株 2019年３月期１Ｑ 70,481,037株
　
※ 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（BBT）にかかる信託口が保有する当社株式が含まれておりま

す。
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料
発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能
性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の当第１四半期連結累計期間の業績は、自動車部品事

業におけるワイヤハーネスが堅調な電装エレクトロニクスセグメントはほぼ前年並みで着地した一方、情報通信

ソリューション事業における欧州やアジアでの光ファイバ価格の下落および北米での増産対応遅れによりインフ

ラセグメントが対前年で減益となり、また機能製品セグメントも市況悪化の影響により減益となりました。

その結果、売上高は2,263億円（前年同期比6.0％減）、営業利益は49億円（前年同期比42.3％減）となりまし

た。経常利益は39億円（前年同期比48.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は23億円（前年同期比31.4

％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に

関する注記事項 (セグメント情報) 」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおり、事業

セグメントの区分を変更しております。

以下の前年同期比較の数値については、前期の数値を変更後の区分で組み替えた数値との比較となっておりま

す。

〔インフラ〕

情報通信ソリューション事業では、中南米のソリューション事業の好調や、デジタルコヒーレント関連製品が

増収であったものの、欧州とアジアにおける光ファイバの価格競争の激化、北米における光ファイバ増産効果発

現の遅れや光ケーブルの増産対応遅れなどにより、利益を圧迫しました。一方、エネルギーインフラ事業では、

国内の地中線案件需要を着実に取り込むなど、業績改善に向けた取組みを着実に実行しました。これらの結果、

当セグメントの売上高は677億円（前年同期比0.8％減）、営業損失は４億円（前年同期比22億円悪化）となりま

した。

〔電装エレクトロニクス〕

自動車部品事業ではワイヤハーネスが引き続き堅調であり、また巻線事業では自動車用途が堅調に推移してお

ります。一方、スマートフォンをはじめとしたエレクトロニクス関連の需要が引き続き低迷しており、当セグメ

ントの売上高は1,280億円（前年同期比7.3％減）、営業利益は35億円（前年同期比0.3％減）となりました。

〔機能製品〕

好調であった前期と比較して、データセンター、メモリ、スマートフォン等の需要が低迷しており、当セグメ

ントの売上高は294億円（前年同期比23.5％減）、営業利益は19億円（前年同期比45.3％減）となりました。

〔サービス・開発等〕

主に物流、各種業務受託等による当社グループの各事業のサポート、不動産の賃貸、水力発電、新製品研究開

発の推進等のサービス・開発等の事業を行っております。

当セグメントの売上高は123億円（前年同期比4.4％増）、営業損失は１億円（前年同期比２億円改善）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ61億円減少して8,119億円となりま

した。棚卸資産が63億円、有形固定資産が123億円増加しましたが、受取手形及び売掛金が152億円、投資有価証

券が20億円、その他の資産項目で75億円減少しました。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ18億円減少して5,363億円となりました。長期借入金、短期借入金、社

債を含む有利子負債が2,519億円と59億円増加しましたが、支払手形及び買掛金が96億円減少しました。また、

その他の負債項目が19億円増加しました。

純資産の部は、親会社株主に帰属する四半期純利益で23億円増加しましたが、配当金の支払等で前連結会計年

度末に比べ43億円減少して2,756億円となりました。その結果、自己資本比率は前連結会計年度末から0.2ポイン

ト低下し30.1％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期（2019年４月１日～2020年３月31日）の連結業績予想につきましては、2019年５月14日に公表し

た業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 44,628 43,150

受取手形及び売掛金 219,347 204,178

有価証券 2,371 803

商品及び製品 40,169 41,456

仕掛品 36,956 39,712

原材料及び貯蔵品 45,764 47,990

その他 32,365 28,656

貸倒引当金 △1,090 △1,135

流動資産合計 420,513 404,812

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 216,932 223,753

機械装置及び運搬具 467,247 469,087

工具、器具及び備品 71,977 72,566

土地 36,777 36,828

その他 39,888 45,267

減価償却累計額 △603,463 △605,822

有形固定資産合計 229,360 241,680

無形固定資産

のれん 2,751 2,575

その他 9,453 9,826

無形固定資産合計 12,204 12,401

投資その他の資産

投資有価証券 119,188 117,177

繰延税金資産 13,644 12,908

退職給付に係る資産 5,633 6,280

その他 18,647 17,786

貸倒引当金 △1,172 △1,174

投資その他の資産合計 155,942 152,978

固定資産合計 397,508 407,060

資産合計 818,021 811,873

決算短信（宝印刷） 2019年07月31日 19時49分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



古河電気工業株式会社(5801) 2020年３月期 第１四半期決算短信

― 5 ―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 131,422 121,781

短期借入金 106,710 105,476

コマーシャル・ペーパー － 10,000

未払法人税等 3,893 2,437

製品補償引当金 28,400 26,928

その他 61,193 60,494

流動負債合計 331,621 327,119

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 119,298 116,406

環境対策引当金 10,691 10,667

退職給付に係る負債 47,731 47,931

資産除去債務 1,246 1,246

その他 7,520 12,920

固定負債合計 206,488 209,172

負債合計 538,109 536,291

純資産の部

株主資本

資本金 69,395 69,395

資本剰余金 22,535 22,720

利益剰余金 151,744 149,731

自己株式 △600 △600

株主資本合計 243,074 241,247

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,788 21,064

繰延ヘッジ損益 124 △878

為替換算調整勘定 △8,937 △9,383

退職給付に係る調整累計額 △8,391 △8,039

その他の包括利益累計額合計 4,584 2,763

非支配株主持分 32,252 31,571

純資産合計 279,911 275,582

負債純資産合計 818,021 811,873
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 240,827 226,271

売上原価 201,183 190,249

売上総利益 39,644 36,022

販売費及び一般管理費

販売費 9,557 9,888

一般管理費 21,571 21,221

販売費及び一般管理費合計 31,129 31,110

営業利益 8,514 4,912

営業外収益

受取利息 149 166

受取配当金 866 881

その他 392 429

営業外収益合計 1,408 1,477

営業外費用

支払利息 940 1,106

持分法による投資損失 193 274

為替差損 437 396

その他 872 747

営業外費用合計 2,444 2,524

経常利益 7,478 3,864

特別利益

固定資産処分益 78 42

投資有価証券売却益 47 1,180

その他 6 85

特別利益合計 132 1,309

特別損失

固定資産処分損 1,724 113

火災損失 － *1 479

その他 310 327

特別損失合計 2,035 919

税金等調整前四半期純利益 5,575 4,254

法人税、住民税及び事業税 911 1,198

法人税等調整額 628 998

法人税等合計 1,540 2,197

四半期純利益 4,035 2,057

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

723 △213

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,311 2,270

決算短信（宝印刷） 2019年07月31日 19時49分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



古河電気工業株式会社(5801) 2020年３月期 第１四半期決算短信

― 7 ―

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 4,035 2,057

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 742 △644

繰延ヘッジ損益 368 △901

為替換算調整勘定 △2,048 △657

退職給付に係る調整額 22 337

持分法適用会社に対する持分相当額 △399 156

その他の包括利益合計 △1,314 △1,709

四半期包括利益 2,721 347

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,207 526

非支配株主に係る四半期包括利益 513 △179
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

国際財務報告基準（IFRS）を適用している在外子会社において、当第１四半期連結会計期間の期首からIFRS 第

16号（リース）を適用しております。IFRS 第16号の適用に当たっては、経過措置として認められている、本基準

の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。

　これに伴い、過去にIAS 第17号を適用してオペレーティング・リースに分類した借手としてのリースについて

は、適用開始日に使用権資産及びリース負債を認識しております。また、投資その他の資産のその他に含めてい

た一部の資産についても使用権資産への振替を行っております。

　その結果、当該会計基準の適用に伴い、当第１四半期連結会計期間の四半期連結貸借対照表において、主に有

形固定資産その他（減価償却累計額控除後）が7,251百万円、流動負債その他が1,209百万円及び固定負債その他

が5,469百万円それぞれ増加しており、投資その他資産のその他が511百万円減少しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間の損益に及ぼす影響は軽微であります。

（四半期連結損益計算書関係）

＊１．火災損失

2019年６月18日に発生した当社連結子会社の台日古河銅箔股份有限公司における火災事故の影響による損失額

であり、その内訳は、棚卸資産・固定資産の滅失損失、復旧に係る費用等であります。

なお、火災損失の見込み額は、現時点で判明している損害の状況について入手可能な情報に基づき算定したも

のであり、損害状況等の調査が完了していないことから、新たな事実が発見された場合には、追加で費用又は損

失が発生する可能性があります。
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（セグメント情報）

前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

インフラ
電装エレク
トロニクス

機能製品
サービス・
開発等

計

売上高

外部顧客への売上高 66,748 130,215 35,813 8,050 240,827 － 240,827

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,524 7,895 2,693 3,702 15,815 △15,815 －

計 68,272 138,110 38,506 11,752 256,642 △15,815 240,827

セグメント利益又は損失
（△）

1,813 3,535 3,418 △228 8,539 △24 8,514

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△24百万円には、主に未実現利益の消去等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの区分方法及び利益又は損失の測定方法の変更）

当第１四半期連結会計期間より、従来「サービス・開発等」に含めていた一部事業について、事業化の見込みがた

ったことにより管理所管の見直しを行い、報告セグメントの区分を「インフラ」に変更しております。

また、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適切に反映させるため、当社の本部費用

等の配賦方法を変更しております。

当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

インフラ
電装エレク
トロニクス

機能製品
サービス・
開発等

計

売上高

外部顧客への売上高 65,939 123,990 28,170 8,171 226,271 － 226,271

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,768 4,046 1,273 4,103 11,192 △11,192 －

計 67,708 128,037 29,444 12,274 237,464 △11,192 226,271

セグメント利益又は損失
（△）

△356 3,523 1,868 △64 4,971 △59 4,912

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△59百万円には、主に未実現利益の消去等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの区分方法の変更）

当第１四半期連結会計期間より、従来「電装エレクトロニクス」に含めていた一部事業について、開発を更に加速

すべく管理所管の見直しを行い、報告セグメントの区分を「サービス・開発等」に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の方法で作成したものを開示しておりま

す。
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